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あらまし：我々は学習者が多肢選択問題を作成・投稿してそれら問題を学習者間で共有できる自主学習素 

材共有システム S-Quiz を開発している．我々は学習者が利用できる問題量の充実を図るために，S-Quiz

へ自動作問機能を追加する．本稿では S-Quiz の自動作問機能として，特に多肢選択問題を対象とした学

習者の作問過程に基づき，誤答回答群を自動生成する手法について述べる． 
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1. はじめに 
近年，様々なネットワークコンテンツが利用され

るようになった．このような情報化社会の発達に伴

い，e-learning の利用が盛んになっている．特に，学

習者が時間や場所を制約されない，また個人の学習

ペースや理解度に応じた学習が可能であり，自主学

習に適している．現在では，初等中等教育，高等教

育，生涯学習など幅広く利用されている．また，様々

な研究から(1),(2)学習成績が高くなる，満足度が高く

なるなど有効性を示す結果が現れており，更なる活

用が期待されている． 
e-learning による自主学習では，質，量の充実した

教材を用意することが重要である．しかし，教員な

ど教材提供者は多忙で，教材作成の負担が大きいた

め，質，量の充実した教材の確保は難しい．我々は，

同じ課題を持つ学習者同士が相互に教材を作成し，

それらを学習者同士共有可能なシステムとして，自

主学習素材共有システムを開発した(3)．本システム

の一次試用実験を通じて，学習者が本システムを積

極的に利用しないということがわかった．その結果，

十分な問題量が確保されず，投稿された問題を利用

した学習が困難であることがわかった． 
我々は学習者が利用できる問題量の充実を図るた

めに，本システムへ自動作問機能を追加する．特に

多肢選択問題を対象とした学習者の作問過程に基づ

き，誤答回答群を自動生成する手法について述べる． 
 

2. 自主学習素材共有システム S-Quiz 
 本章では自主学習素材共有システムの基本コンセ

プトである「学習者による問題作成」について概説

する．また，開発したシステムでどのように問題作

成と共有（問題の利用）ができるか説明する． 

2.1 学習者による問題作成 

一般に，e-learning による自主学習においては，（1）

質，量の充実した教材の用意と，（2）学習者の主体

的な学習が重要であると考えられる．特に，（1）に

ついて学習内容に適した資料，演習問題，解説など

が事前に準備される必要がある．しかし，一般に，

教材の質，量の十分な確保が難しい場合が多い．そ

のため，我々は同じ課題を持つ学習者同士が相互に

教材を作成し，それらを学習者同士が共有可能な自

主学習素材共有システムを開発している（一次試作

システム KSS，後継システム S-Quiz）．本システム

の活用により，教材作成者の負担を軽減し，教材を

充実させることができると考える． 
S-Quiz においては，（2）が前提となり，学習者自

身による教材作成により教材の充実を図るが，教員

が教材を作成，用意する授業のような知識教授型の

学習とは異なり，テスト勉強など知識確認のための

自主学習への利用を想定している． 
2.2 学習者による問題作成 

S-Quiz で，前述したように，学習者は自由に問題

を作成でき，他の学習者と問題を共有できる． 
問題作成について，S-Quiz は多肢選択問題を作成

できるインタフェースを提供する．図 1 に S-Quiz の

問題作成画面を示す．学習者は，必須項目として，

多肢選択問題のジャンル，問題文，正解，誤答（最

大 3 個）を１セットとして入力する．なお，オプシ

ョンとして問題の説明文の入力や回答としてイメー

ジファイル（数式などの代替表現として）を指定す

ることができる．学習者が問題を入力完了した段階

で，他の学習者からその問題は参照できる．また，

問題に間違いや適切でない点が見つかった場合は，

作成した学習者により，随時，問題修正ができる． 
問題共有について，本機能により，学習者は他の

学習者が作成した問題を解くことができる（自分が

作成した問題も解ける）．図 2 に示す多肢選択問題が

提示され，正答選択して問題解答する． 
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図 1 S-Quiz の問題作成画面 

 

 
 

図 2 S-Quiz の問題解答画面 
 
3. 自動作問機能 
本章は S-Quiz の自動作問機能について，多肢選択

問題を対象とした学習者の作問過程と，それに基づ

く誤答回答群の自動生成手法について述べる． 
3.1 多肢選択問題を対象とした作問過程 

2.2 で述べたように，S-Quiz では学習者は多肢選

択問題として，問題文，正解，誤答（最大 3 個）の

項目を最低限入力する必要がある．この問題の項目

入力に至るまで過程を以下のように仮定する．なお，

多肢選択問題の対象となる学習知識を，本稿では，

「問題生成対象知識」と呼ぶ． 
（P1）対象領域の学習 
（P2）問題生成対象知識の抽出 
（P3）問題生成対象知識の選別 
多肢選択問題化のための 
（P4）多肢問題構成項目への変換 
問題作成の前段階として（P1）がある．この段階で

複数の問題生成対象知識を学習者は学習する．（P2）

は問題候補の選定の段階で，問題作成をするという

文脈の中で複数の問題生成対象知識が抽出される．

これらの知識は必ずしも多肢選択問題の形式で表現

するには適切とは言えない．このため，（P3）で多

肢選択問題の形式に適したものだけが選別される．

（P4）は，選別された各々の問題生成対象知識に対

して，問題文と正答が項目として切り分けられる．

さらに，多肢問題の誤答候補群が追加される．これ

らの過程を通して多肢選択問題が作成される． 
3.2 誤答回答群の自動生成手法 

前述の（P4）多肢問題構成項目への変換において，

問題文と正答は簡単に問題生成対象知識から導ける

が，誤答は問題生成対象知識には含まれないので学

習者がどのような誤答にするか適切性などを考慮し

て新たに考えなければならない． 
このように，誤答の生成は（P4）の過程の中で学

習者にとり容易ではない作業になる．また，そのわ

ずらわしさから問題生成対象知識を把握しているに

も関わらず，問題作成を断念する可能性が示唆され

る．このため，S-Quiz は，誤答回答群を自動生成す

ることにより，問題生成を支援する． 
誤答回答群を自動先生するための情報源として，

我々はインタネットリソースに着目する．問題文と

正答があらかじめ用意されることを前提に，これら

の情報を用いてインタネットリソースを探索して，

関連する事項を収集する．これら事項と正答との関

連度を計算して，上位にあるものを誤答回答群の候

補として学習者に提示する機能を実現した． 
 

4. まとめ 
本稿では，学習者が多肢選択問題を作成・投稿し

てそれら問題を学習者間で共有できる自主学習素材

共有システム S-Quizについて述べた．さらに，S-Quiz
の自動作問機能として，特に多肢選択問題を対象と

した学習者の作問過程に基づき，誤答回答群を自動

生成する手法について概説した．今後の課題として，

本手法を用いた誤答生成結果の分析がある． 
本研究の一部は，平成 24 年度科学研究費補助金基

盤研究（C）「自主学習素材共有システムの実運用に

おける利用者支援に関する研究」（課題番号

23501109）の補助を受けている． 
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